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1.研究目的

人口30万人の愛知県豊田市は、比較的多くのスポーツ施設に恵まれているが、施設利用

者に関する具体的な調査は行われていない。利用者のニーズや満足度、施設選択の理由等

について実現する上で、行政側にとっても急務の課題となっている。利用者調査を通して

把握することは、より魅力的で効率的な施設計画を検討することが求められていると思わ

れる。

本研究は、豊田市の公共体育館利用者の利用状況及び施設に対する意識を分析し、その

活動内容と施設満足度について検討しようとするものである。

2. 研究方法

愛知県豊田市内のすべての公共体育館(7ヶ所〉の利用者に対し、質問紙による調査を

実施した。調査期日は1991(平成3)年7月9日-11日(火・水・木)の中から一日とし、調

査対象者は調査日(開館時間午前 9時から午後 9時)に体育館を利用した人全員とした。

また、予約したグループの代表者には別の調査を実施した。なお、有効回答数は 405件

であった。

3. 結果と考察

まず、利用者に占める女性の割合は全体の80%に及び、そのうち 70%近くが主婦で構成され

ていた。年齢に関しては、 30代が42%と最も多く、次に40代 (24.9%)、 10代 (14.1%)の順

で、利用者の約60%が30-40代であった。体育館で実際に行なわれているスポーツ種目は、

インディアカ (21.2%)、ソフトミニバレー(19%)、ノぜドミントン (11.6%)、バレーボー

ル(10. 9%)等であった。また、スポーッを一緒に行なう人としては「グループで」と答え

た人が7割以上に上った。これらのことから、公共体育館が主として球技系スポーツを中心

とした主婦層のサークル活動に利用されていることが明らかになった。

次に利用時間帯をみると、午前(9: 0ト 12:00)、午後(13:0ト 17:00) とも主婦の利用が

60%以上で、夜間 (17:00-21: 00) は社会人が60%と高い。

スポーツサービスや施設サービスの豊富な体育館は利用者の広域移動を結果させること

が明らかになった。この広域移動を主とする体育館を利用する人は、所用時間 r15分以内J
で「近い」と感じる人の割合が高いが、地域移動を主とする体育館を利用する人の場合は、

大部分の人の所用時聞がr15分以内」であるにもかかわらず、 「遠いJと感じる人の割合が
高くなっている。また、広域移動を主とする体育館を利用する人は、現時点、ではその体育

館ではあまり行われていないスポーツを「してみたい」と希望する傾向にあり、地域移動

を主とする体育館を利用する人に比べてスポーツに対する好奇心が強いと思われる。また、

表 1に示すように広媛移動を主とする体育館を利用する人は、団体スポーツ(バレーボー

ル、バスケットボール等)よりも比較的対人スポーツ(軟式テニス、卓球、バドミントン

等)を多く行っている傾向にあった。
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また、体育館ごとの特徴としては、子供の広場を備えている体育館では、そうでない体

育館に比べ、 「子供を安心して連れてこられる」と回答した主婦が多く、全体として主婦

の利用率が高いことからも注目に値する。また、スポーツ種目によって体育館の広さに関

する満足度に違いが見られた。特に軟式テニスを行える体育館では、他の体育館よりも利

用面積が広いにもかかわらず、 「狭い」と答えた人が多かった。

4. 結論

本研究により、公共体育館が主として女性(特に主婦層)に利用されていること、また、

広域移動を主とする体育館の利用者と地域移動を主とする体育館の利用者とでは、実施し

ているスポーツ種目ならびに所用時間に関する感覚が異なることが明らかになった。この

点は、今後の公共スポーツ施設計薗の立案にあたって、考慮すべきことと思われる。さら

に、 「子どもの広場」に代表されるように、子どもが遊べる環境を充実させることで、よ

り多くの主婦層の誘因と定着化が望めるものと思われる。今後さらに体育館以外の公共ス

ポーツ施設に関しでも調査を進めたい。

表1.広域移動型体育館と地域移動型体育館における実施スポーツ種目の比較(%)

X 
対人スポーツ 団体ス ポ ツ

パドミ 卓球 軟式テ バレー ミニパ パスケ インデ その他
ントン ニス ポール レー イアカ

広 豊田市体育館 9 。3 0 。 。 。 8 
域 N=48 08.7) (0.0) (62.5) (2.1) (0.0) (0.0) (0.0) 06.7) 

移

動 豊田地域文化 1 7 2 3 。 8 8 7 

型 広場 N=65 (26.2) (35.4) (0.0) 02.3) (1. 5) 0.5) 02.3) 00.8) 

勤労者体育セ 。 。 。1 5 2 1 。2 2 8 
地 ンター N=66 (0.0) (0. 0) (0.0) (22.7) (31. 9) (0.0) (33.3) 02.0 

猿投ヨミzニティーを 4 2 。1 8 O 1 8 1 4 
域 'j~- N=57 (7.0) (3. 5) (0.0) (31. 6) 0.8) (0.0) (31. 5) (24.6) 

柳川瀬体育館 5 6 。 5 4 。 1 5 
移 N=82 (6.1) (7.3) (0.0) 0.2) (65.9) (0.0) 0.2) 08.3) 

青年センター 7 。 。 。 。3 7 5 
動 体育館 N=50 04.0) (0.0) (0.0) (2.0) (0.0) (0.0) (74.0) 00.0) 

高岡公園体育 5 7 2 O O 1 6 O 7 
型 館 N=37 03.5) 08.9) (5.4) (0.0) (0.0) (43.3) (0.0) 08.9) 

合 N=405 4 T 3 8 3 2 4 4 7 7 1 7 8 6 6 4 
計 000.0) 01. 6) (9.4) (7.9) 00.9) 09.0) (4.2) (21. 2) 05.8) 
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